
(57)【要約】

【課題】連続して縫合糸を留めるように構成された内視

鏡用縫合装置を提供する。

【解決手段】体に挿入するためのアダプターを含む縫合

糸固定装置である。アダプターは、近位端、開口した遠

位端、および、当該遠位端内にあり、開口した遠位端の

内部へ向けて突出している縁部を有する。この装置は、

アダプターの遠位端に取り外し可能に取り付けられた結

び目形成エレメントをさらに含んでいる。この結び目形

成エレメントは、遠位端および近位端を有する。結び目

形成エレメントの近位端には、この近位端に設けられた

凹部を有する。結び目形成エレメントの近位端は、アダ

プターの開口した遠位端内に挿入されて、縁部と凹部が

互いに嵌り合って、取り外し可能なロックを形成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 縫 合 糸 固 定 装 置 に お い て 、
　 ａ ． 体 に 挿 入 す る た め の ア ダ プ タ ー で あ っ て 、 近 位 端 、 開 口 し た 遠 位 端 、 お よ び 、 前 記
遠 位 端 内 に あ り 、 前 記 開 口 し た 遠 位 端 の 内 部 へ 向 け て 突 出 し て い る 縁 部 を 有 す る 、 ア ダ プ
タ ー と 、
　 ｂ ． 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 遠 位 端 に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 結 び 目 形 成 エ レ メ ン
ト で あ っ て 、
　 　 遠 位 端 お よ び 近 位 端 、 な ら び に 、 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 に 設 け ら れ
た 凹 部 、 を 有 し 、
　 　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 が 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 開 口 し た 遠 位 端 内 に
挿 入 さ れ て 、 前 記 縁 部 お よ び 前 記 凹 部 が 互 い に 嵌 り 合 っ て 、 取 り 外 し 可 能 な ロ ッ ク を 形 成
す る 、
　 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト は 、 中 に 縫 合 糸 が 通 さ れ る 内 腔 部 を 有 す る ロ ッ ク 要 素 を さ ら
に 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 要 素 は 、 複 数 の 刻 み 目 が 配 置 さ れ た 外 面 を 有 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 遠 位 端 は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 第 １ の 側 に あ る 第 １ の 孔 部 と 、 前 記
ア ダ プ タ ー の 第 ２ の 側 に あ る 第 ２ の 孔 部 と 、 を 有 し 、
　 縫 合 糸 が 、 前 記 ２ つ の 孔 部 を 通 り 、
　 前 記 ２ つ の 孔 部 は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 長 さ 方 向 軸 に 沿 っ た 異 な る 場 所 に 位 置 す る 中 心 を
有 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る カ テ ー テ ル 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル に 沿 っ て 、 前 記 カ テ ー テ ル 内 を 通 っ て い る 駆 動 用 ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前
記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 内 視 鏡 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 さ れ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 実 質 的 に 円 筒 形 で あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー の 外 径 は 、 ２ ． ８ ｍ ｍ 未 満 で あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
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　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト は 、
　 中 に 縫 合 糸 が 通 さ れ る 内 腔 部 を 有 す る ロ ッ ク 要 素 で あ っ て 、 複 数 の 刻 み 目 が 配 置 さ れ た
外 面 を 有 し 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン を 含 む 、 ロ ッ ク 要 素 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 縫 合 糸 固 定 装 置 に お い て 、
　 ａ ． 体 に 挿 入 す る た め の ア ダ プ タ ー で あ っ て 、 近 位 端 、 開 口 し た 遠 位 端 、 お よ び 、 前 記
遠 位 端 内 に あ り 、 前 記 開 口 し た 遠 位 端 の 内 部 へ 向 け て 突 出 し て い る 縁 部 を 有 す る 、 ア ダ プ
タ ー と 、
　 ｂ ． 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 遠 位 端 に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 結 び 目 形 成 エ レ メ ン
ト で あ っ て 、
　 　 遠 位 端 お よ び 近 位 端 、 な ら び に 、 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 に 設 け ら れ
た 凹 部 、 を 有 し 、
　 　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 が 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 開 口 し た 遠 位 端 内 に
挿 入 さ れ て 、 前 記 縁 部 お よ び 前 記 凹 部 が 互 い に 嵌 り 合 っ て 、 取 り 外 し 可 能 な ロ ッ ク を 形 成
す る 、
　 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト と 、
　 ｃ ． 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る カ テ ー テ ル 、 お よ び
、 前 記 カ テ ー テ ル に 沿 っ て 、 前 記 カ テ ー テ ル 内 を 通 っ て い る 駆 動 用 ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前
記 駆 動 用 ケ ー ブ ル は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る 、 カ
テ ー テ ル 、 お よ び 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 同 時 係 属 出 願 で あ っ て 、 同 一 出 願 人 に よ る 出 願 に 関 連 し て い る 。 以 下
の 出 願 の 全 て は 、 参 照 す る こ と に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ２ ０ ０ ５ 年 ６ 月 １ ３ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ １ ５ ０ ， ４
８ １ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９
４ ， １ ６ ３ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １
／ ３ ９ ４ ， １ ６ ２ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願
第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ６ １ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特
許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ２ ５ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る
米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ２ ６ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中
で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ５ ５ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在
継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ５ ０ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ
、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ７ ８ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出
願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ７ ５ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １
日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ３ ０ 号 、 ２ ０ ０ ６ 年 ３
月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ７ ３ 号 、 ２ ０ ０
６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４ ， １ ７ ４ 号 、
お よ び ２ ０ ０ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ 、 現 在 継 続 中 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ３ ９ ４
， １ ６ ８ 号 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 内 視 鏡 下 手 術 用 機 器 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 し く は 、 内 視 鏡
下 手 術 処 置 中 に 体 腔 内 で 縫 合 材 の 端 部 を 切 断 お よ び 固 定 す る た め の 縫 合 糸 固 定 装 置 (sutur
e locking device)に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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〔 発 明 の 背 景 〕
　 内 視 鏡 手 技 は 、 こ の 十 年 、 急 速 に 発 達 し た 。 こ れ ら の 手 技 で は 、 修 復 を す る 必 要 が あ る
体 内 の 臓 器 ま た は 組 織 を 露 出 さ せ る た め に 大 き な 外 部 開 口 部 (external opening)が 必 要 な
従 来 の 術 式 に 比 べ 、 多 く の 場 合 、 最 小 限 の 外 傷 で 外 科 手 術 を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 内 視 鏡 手 技 の 用 途 が 見 出 さ れ て い る 多 く の 領 域 に 加 え 、 内 視 鏡 手 技 は 、 病 的 肥 満 を 取 り
扱 う 外 科 手 技 の た め に 開 発 さ れ て き た 。 病 的 肥 満 は 、 重 い 病 状 で あ る 。 実 際 、 病 的 肥 満 は
、 米 国 、 そ し て 他 の 国 々 で も 、 非 常 に 広 が っ て お り 、 そ の 傾 向 は 、 悪 い 方 向 に 向 か っ て い
る よ う で あ る 。 病 的 肥 満 に 伴 う 合 併 症 と し て は 、 高 血 圧 、 糖 尿 病 、 冠 状 動 脈 疾 患 、 脳 卒 中
、 鬱 血 性 心 不 全 、 複 数 の 整 形 外 科 上 の 問 題 、 お よ び 、 肺 動 脈 閉 鎖 不 全 が あ り 、 平 均 寿 命 を
著 し く 短 く し て い る 。 こ れ を 念 頭 に 置 く と 、 当 業 者 に は 確 実 に 分 か る よ う に 、 病 的 肥 満 に
伴 う 全 銭 的 お よ び 物 理 的 な コ ス ト は 相 当 な も の で あ る 。 実 際 、 肥 満 に 関 連 し た 費 用 は 、 米
国 だ け で １ ０ ０ ０ 億 ド ル を 超 え る と 見 積 も ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ま ざ ま な 外 科 手 技 が 肥 満 を 治 療 す る た め に 開 発 さ れ て き た 。 手 技 の 一 つ は 、 ル ー Ｙ 型
胃 バ イ パ ス 手 術 (Roux-en-Y gastric bypass（ Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ ） )で あ る 。 こ の 手 術 は 大 変 複 雑 で
あ り 、 一 般 に 病 的 肥 満 を 示 す 人 々 を 治 療 す る の に 利 用 さ れ て い る 。 米 国 だ け で も 年 間 ３ ５
， ０ ０ ０ 回 ぐ ら い の 手 技 が 行 わ れ て い る 。 肥 満 外 科 手 術 の 他 の 形 態 と し て は 、 フ ォ ビ 嚢 (F
obi pouch)、 胆 膵 路 転 換 手 術 (bilio-pancreatic diversion)、 お よ び 、 胃 形 成 術 、 つ ま り
、 「 胃 を ス テ ー プ ル で 留 め る こ と (stomach stapling)」 が あ る 。 さ ら に 、 胃 を 介 し て の 食
べ 物 の 通 過 を 制 限 し て 、 満 腹 効 果 を 与 え る 植 え 込 み 可 能 な 機 器 が 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ に は 、 ル ー Ｙ 型 ル ー プ を 使 っ て 空 腸 を 高 い 位 置 へ 動 か す こ と が 伴 う 。 胃 は 、 自
動 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 用 い て 、 大 き さ の 等 し く な い ２ つ の 部 分 （ 小 さ い 上 側 部 分 お よ び
大 き い 下 側 の 胃 嚢 ） に 完 全 に 分 け ら れ る 。 上 側 嚢 は 、 通 常 、 約 １ オ ン ス （ ま た は ２ ０ ｃ ｃ
） 未 満 で あ り 、 一 方 、 よ り 大 き な 下 側 嚢 は 、 ほ ぼ 無 傷 の ま ま で あ り 、 腸 管 （ intestinal t
rach)を 流 れ る 胃 液 （ stomach juices)を 隠 し 続 け る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 小 腸 の 一 部 分 が 下 腹 部 か ら 持 っ て 来 ら れ て 上 側 の 嚢 と つ な が れ 、 小 孔 と も 呼 ば れ
る １ ． ２ ７ ｍ ｍ （ 半 イ ン チ ） の 開 口 部 を 介 し て 作 ら れ た 吻 口 部 が 形 成 さ れ る 。 小 腸 の こ の
部 分 は 、 「 ル ー ル ー プ (Roux loop)」 ロ ー リ ム (Roux limb)と 呼 ば れ 、 食 べ 物 を 上 側 嚢 か ら
、 食 べ 物 が 消 化 さ れ る 腸 の 残 り の 部 分 へ 運 ぶ と こ ろ で あ る 。 残 り の 下 側 嚢 と 、 十 二 指 腸 の
取 り 付 け ら れ た 部 分 と は 、 次 に 、 ロ ー ル ー プ リ ム (Roux loop limb)に 、 小 孔 か ら 約 ５ ０ か
ら １ ５ ０ ｃ ｍ の 場 所 に お い て 、 別 の 吻 合 連 結 部 を 形 成 す る た め に 、 通 常 は ス テ ー プ リ ン グ
器 具 を 使 っ て 再 結 合 さ れ る 。 こ の 連 結 部 に お い て 、 バ イ パ ス 用 の 胃 、 膵 臓 、 お よ び 、 肝 臓
か ら の 消 化 液 が 食 べ 物 の 消 化 を 助 け る た め に 空 腸 お よ び 回 腸 に 入 る 。 上 側 嚢 の 大 き さ が 小
さ い の で 、 患 者 は ゆ っ く り と 食 べ な け れ ば な ら ず 、 ず っ と 早 く に 満 腹 と な る 。 こ の 結 果 、
カ ロ リ ー 摂 取 量 が 減 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 当 業 者 に は 確 実 に 分 か る で あ ろ う が 、 従 来 の Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ 手 技 は 、 非 常 に 長 い 手 術 時 間 を 要
す る 。 侵 襲 の 度 合 い か ら 、 術 後 の 回 復 時 間 が 非 常 に 長 く な る こ と が あ り 、 か つ 、 苦 痛 を 伴
う こ と が あ る 。 現 行 の Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ 手 技 で の 侵 襲 性 が 高 い 特 性 に 鑑 み て 、 よ り 侵 襲 性 の 低 い 手
技 が 開 発 さ れ た 。 こ れ を 念 頭 に 、 胃 の 大 き さ を 小 さ く す る 他 の 手 技 が 開 発 さ れ た 。 胃 縮 小
手 術 の 最 も 一 般 的 な 形 態 は 、 縦 ス テ ー プ ル を 胃 に 沿 っ て 留 め 、 適 当 な 嚢 を 作 る こ と を 伴 う
。 こ の 手 技 は 、 一 般 に 、 腹 腔 鏡 補 助 下 で 行 わ れ 、 こ の た め 、 術 前 、 術 中 、 術 後 に 相 当 の リ
ソ ー ス (resource)を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 視 鏡 の 装 置 お よ び 手 技 が 発 達 す る に つ れ 、 外 科 医 は 、 前 述 し た よ う な 胃 の 処 置 に 、 外
傷 を 最 小 に し 、 手 技 お よ び 回 復 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る た め に 、 内 視 鏡 の 技 術 を 利 用 し 始
め る よ う に な っ た 。 上 記 を 念 頭 に 置 く と 、 胃 縮 小 手 術 を 時 間 効 率 よ く 、 か つ 、 患 者 に や さ
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し い 方 法 で 行 え る 手 技 お よ び 装 置 に 対 す る ニ ー ズ が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 適 切 に 取 り 扱 わ れ て こ な か っ た １ つ の 分 野 は 、 こ れ ら の 胃 の 手 技 ま た は 他 の 内 視 鏡 下 手
技 が 行 わ れ る 際 の 縫 合 糸 の 適 用 に 対 す る ニ ー ズ で あ る 。 本 発 明 は 、 連 続 し て 縫 合 糸 を 適 用
す る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 縫 合 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 に よ れ ば 、 体 に 挿 入 す る た め の ア ダ プ タ ー を 有 す る 縫 合 糸 固 定 装 置 が 提 供 さ れ る
。 ア ダ プ タ ー は 、 近 位 端 、 開 口 し た 遠 位 端 、 お よ び 、 当 該 遠 位 端 内 に あ り 、 開 口 し た 遠 位
端 の 内 部 へ 向 け て 突 出 し て い る 縁 部 、 を 有 す る 。 こ の 装 置 は 、 ア ダ プ タ ー の 遠 位 端 に 取 り
外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト を さ ら に 含 ん で い る 。 こ の 結 び 目 形 成 エ
レ メ ン ト は 、 遠 位 端 お よ び 近 位 端 を 有 す る 。 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 近 位 端 は 、 こ の 近 位
端 に 設 け ら れ た 凹 部 を 有 す る 。 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 近 位 端 は 、 ア ダ プ タ ー の 開 口 し た
遠 位 端 内 に 挿 入 さ れ て 、 縁 部 と 凹 部 が 互 い に 嵌 り 合 っ て 、 取 り 外 し 可 能 な ロ ッ ク を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 説 明 を 添 付 図 面 と 共 に 参 照 す る こ と に よ っ て よ り よ く 理 解 で き る と 思
わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 内 視 鏡 下 手 術 処 置 の 間 、 内 蔵 型 の 可 視 化 手 段 (onboard visualization)を 含 む 内 視 鏡 が
、 手 術 部 位 に 届 く ま で 体 の 開 口 部 を 介 し て 通 さ れ る 。 内 蔵 型 の 可 視 化 手 段 を 使 っ て 直 径 が
小 さ い 可 撓 性 の 器 具 が 手 術 部 位 で 、 組 織 片 を 接 合 す る よ う に 操 作 さ れ る 。 通 常 、 組 織 片 は
、 糸 、 ワ イ ヤ な ど の 薄 く て 柔 軟 な 縫 合 材 を 使 っ て 接 合 さ れ る 。 接 合 手 技 に 続 い て 、 縫 合 材
が 、 組 織 が 離 れ て し ま う こ と を 防 ぐ た め に 、 所 定 の 位 置 に 固 定 さ れ る 。 器 具 を 収 め る た め
に よ り 大 き な 切 開 を 行 う 開 腹 外 科 手 術 (open surgical procedure)で は 、 縫 合 材 が 、 多 く
の 場 合 に 、 当 該 縫 合 材 の 結 ば れ て い な い 端 部 に 結 び 目 を 作 る こ と で 留 め ら れ る 。 縫 合 ク リ
ッ プ 式 装 置 (suture-clip type device)を 含 む さ ま ざ ま な 機 器 が 、 外 科 手 術 中 に 結 び 目 を
作 る 外 科 医 を 補 助 す る た め に 開 発 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 内 視 鏡 下 手 技 で は 、 内 視 鏡
内 で 得 る こ と が で き る 作 業 領 域 が 小 さ い た め に 、 結 び 目 を 作 る こ と が 困 難 で あ っ た り 、 時
間 が 掛 か っ た り す る こ と が あ る 。 多 く の 場 合 、 結 果 と し て 得 ら れ る 結 び 目 は 、 組 織 の 接 合
を 維 持 す る た め の 十 分 な 保 持 力 が な い 、 つ ま り 、 十 分 に 締 め ら れ て い な い 。 し た が っ て 、
内 視 鏡 下 手 技 で 得 ら れ る 、 限 ら れ た 空 間 の 中 で 効 果 的 に 使 用 で き る 縫 合 糸 固 定 装 置 を 提 供
す る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 縫 合 糸 の 端 部 を つ な ぎ 合 わ せ る 前 に 、 縫 合 材 に イ ン ラ イ ン
式 に 張 力 を か け る (provides for in-line tensioning)縫 合 糸 固 定 装 置 を 提 供 す る こ と が
望 ま し い 。 さ ら に 、 処 置 中 に 、 複 数 の 縫 合 糸 結 節 エ レ メ ン ト (knotting element)を 配 置 す
る た め に 、 再 装 填 さ れ る こ と が で き 、 か つ 再 使 用 さ れ る こ と が で き る 縫 合 糸 固 定 装 置 を 提
供 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 図 面 を 詳 細 に 参 照 す る と 、 こ れ ら の 図 面 は 、 全 体 を 通 し て 、 同 様 の 符 号 が 同 一 の 要
素 を 示 し て お り 、 図 １ か ら 図 ３ は 、 体 内 に 挿 入 す る た め に 内 視 鏡 に 連 結 さ れ る こ と が 意 図
さ れ た 本 発 明 の 縫 合 糸 固 定 装 置 ２ ０ に 対 す る 第 １ の 実 施 形 態 を 図 示 し て い る 。 縫 合 糸 固 定
装 置 ２ ０ は 、 内 視 鏡 下 手 術 処 置 中 に 結 節 エ レ メ ン ト を 配 備 し て 、 １ つ 以 上 の 縫 合 材 を 効 果
的 に 固 定 し 、 当 該 縫 合 材 が 患 者 の 体 内 で 外 れ る こ と を 防 ぐ 。 図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 縫
合 糸 固 定 装 置 ２ ０ は 、 実 質 的 に 円 筒 形 を し た 、 長 さ 方 向 の 送 り 出 し 部 材 ２ ４ を 備 え て い る
。 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 遠 位 部 分 は 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ を 備 え 、 こ の 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６
は 、 図 ４ Ａ お よ び 図 ４ Ｂ に よ り 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ３ １ が 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２
６ の 遠 位 先 端 部 に 設 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 フ ラ ン ジ 部 ３ １ は 、 軸 方 向 に 延 び た 内
腔 部 ま た は チ ャ ネ ル ３ ０ へ と 向 い た 開 口 部 を 含 ん で い る 。 内 腔 部 ３ ０ は 、 縫 合 材 ３ ６ を 中
に 挿 入 さ せ る こ と が で き る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。 内 腔 部 ３ ０ へ の 開 口 部 は 、 縫 合 材 ３
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６ を 内 腔 部 に 通 し や す く す る た め に 、 参 照 符 号 ２ ８ で 示 さ れ て い る よ う に テ ー パ ー が 設 け
ら れ て い て も よ い 。 送 り 出 し 部 材 ２ ４ は 、 縫 合 部 材 ３ ６ を 当 該 送 り 出 し 部 材 か ら 出 す こ と
が で き る よ う に 、 内 腔 部 ３ ０ の 近 位 端 か ら 送 り 出 し 部 材 の 外 部 ま で の 開 口 部 ３ ５ を も 含 ん
で い る 。 開 口 部 ３ ５ は 、 参 照 符 号 ３ ８ で 示 さ れ て い る よ う に 斜 め と な っ て い て 、 装 置 ２ ０
の 外 面 に 沿 っ て 近 位 の 出 口 の 方 向 へ と 縫 合 材 ３ ６ を 誘 導 す る こ と で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 外 周 面 は 、 結 節 エ レ メ ン ト (knotting element)が 配 備 さ れ た と き
に 、 縫 合 材 ３ ６ と 係 合 す る 平 坦 で な い 表 面 領 域 (uneven surface area)を 備 え て い る 。 示
さ れ て い る 実 施 形 態 で は 、 平 坦 で な い 表 面 領 域 が 、 参 照 符 号 ３ ９ で 示 さ れ て い る よ う に 、
間 隔 を あ け て 設 け ら れ た 複 数 の 刻 み 目 を 備 え て い る 。 刻 み 目 ３ ９ は 、 発 射 (firing)中 に 、
縫 合 材 が 輪 を つ く る よ う に 遠 位 側 へ 戻 さ れ る (looped back distally)と き に 、 縫 合 材 ３ ６
の 近 位 部 分 と 係 合 す る よ う に 、 縫 合 糸 開 口 部 ３ ５ の 遠 位 側 へ 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る
。 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 刻 み 目 に 加 え 、 他 の 種 類 の 刻 み を 入 れ た 表 面 領 域 も ま た 、 発 明
の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 発 射 中 に 縫 合 材 ３ ６ と 係 合 さ せ る た め に 内 側 ロ ッ ク 部 材 の
外 周 面 で 利 用 す る こ と が で き る 。 一 対 の 位 置 止 め 部 ４ １ が 、 縫 合 糸 開 口 部 ３ ５ の 近 傍 で 内
側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 両 側 に 設 置 さ れ て い る 。 位 置 止 め 部 ４ １ は 、 傾 斜 し た 近 位 側 部 ４ ３ と
、 四 角 状 に さ れ た 遠 位 端 部 ４ ５ と を 有 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 傾 斜 し た 近 位 側 部 ４ ３
に よ り 、 後 述 す る 外 側 ロ ッ ク 部 材 が 、 発 射 中 に 止 め 部 ４ １ を 遠 位 側 へ と 越 え て 、 内 側 ロ ッ
ク 部 材 と 係 合 す る こ と が で き る 。 い っ た ん 外 側 ロ ッ ク 部 材 が 位 置 止 め 部 ４ １ を 越 え て 内 側
ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 遠 位 端 部 の 上 に 配 置 さ れ る と 、 止 め 部 の 四 角 状 に さ れ た 遠 位 端 部 ４ ５ が
、 外 側 ロ ッ ク 部 材 が 近 位 側 へ 動 い て 結 節 エ レ メ ン ト か ら 外 れ る こ と を 妨 げ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 近 位 端 は 、 ア ン カ ー セ ク シ
ョ ン 、 す な わ ち 、 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト (knot tying element)４ ０ を 備 え て い る 。 ア ン カ
ー セ ク シ ョ ン ４ ０ は 、 丸 み の あ る 近 位 端 を 備 え る 、 長 さ 方 向 に 延 び た 、 円 筒 形 シ ャ フ ト を
備 え て い る 。 ア ン カ ー セ ク シ ョ ン ４ ０ は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ を 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ に 接 続
し 、 発 射 中 に 送 り 出 し 部 材 を 駆 動 用 ケ ー ブ ル で 動 か す こ と が で き る よ う に し て い る 。 半 円
形 の 切 り 欠 き 部 ま た は 凹 部 ４ ４ が 、 ア ン カ ー セ ク シ ョ ン ４ ０ の 外 面 に 形 成 さ れ て い る 。 切
り 欠 き 部 ４ ４ は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ を 装 置 ２ ０ に 挿 入 し た と き に 、 後 述 す る 駆 動 用 ケ ー ブ
ル コ ネ ク タ に あ る 嵌 め 合 わ せ 用 縁 部 (mating lip)に 係 合 さ よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ と ア ン カ ー セ ク シ ョ ン ４ ０ と の 間 に は 、 図 ２ お
よ び 図 ３ に 示 さ れ て い る 破 断 部 ３ ２ が あ る 。 破 断 部 ３ ２ は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 長 さ 方 向
の 長 さ に 沿 っ た 、 直 径 が 小 さ く な っ た 領 域 を 含 む 。 破 断 部 ３ ２ で は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の
直 径 が 、 送 り 出 し 部 材 に お け る 残 り の 部 分 の 直 径 よ り も 実 質 的 に 小 さ く 、 送 り 出 し 部 材 に
弱 部 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。 発 射 中 に 送 り 出 し 部 分 ２ ４ に 圧 力 が 加 え ら れ る と 、 破
断 部 ３ ２ に お け る 直 径 が 小 さ い た め に 、 こ の 位 置 で 構 造 破 損 が 生 じ 、 こ れ に よ り 、 内 側 ロ
ッ ク 部 材 ２ ６ を 含 む 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 遠 位 端 が 送 り 出 し 部 材 の ア ン カ ー セ ク シ ョ ン ４
０ か ら 切 り 離 さ れ る 。 破 断 部 ３ ２ 内 で 利 用 さ れ る 具 体 的 な 直 径 は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 遠
位 部 分 お よ び 近 位 部 分 の 直 径 、 な ら び に 、 送 り 出 し 部 材 を 製 造 す る の に 用 い る 具 体 的 な 材
料 の 強 度 に よ っ て 変 わ る 。 破 断 部 ３ ２ の 長 さ 方 向 の 長 さ は 、 確 実 に 破 損 を 起 こ す の に 必 要
な も っ と も 短 い 長 さ ま で 最 小 に す る こ と が 好 ま し い 。 破 断 部 ３ ２ の 近 傍 に あ る 送 り 出 し 部
材 ２ ４ の 遠 位 部 分 お よ び 近 位 部 分 は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ に か か っ た 応 力 が 破 断 部 内 に 集 中
す る よ う に 、 図 ２ に 参 照 符 号 ５ ２ に よ っ て 示 す よ う に 、 放 物 線 状 の 形 状 (parabolic shape
)を し て い る 。 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ は 、 例 え ば 、 ポ リ エ ー テ ル
エ ー テ ル ケ ト ン (polyetheretherketone)（ Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ ） の よ う な 生 体 適 合 性 プ ラ ス チ ッ ク 材
料 か ら 、 単 一 ユ ニ ッ ト と し て 形 成 さ れ て い る 。 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ に 加 え 、 例 え ば ベ ク ト ラ (Vectra)
の よ う な 他 の 生 体 適 合 性 材 料 を 、 送 り 出 し 部 材 を 形 成 す る の に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 円 筒 状 の 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 外 周 面 の 周 り に 配 置 さ れ て い る 。 図
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５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ に 詳 細 に 示 さ れ て い る よ う に 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 内 面 は 、 第 １ 内 径
部 ６ ６ と 、 よ り 小 さ な 第 ２ 内 径 部 ７ ０ と に 分 か れ て い る 。 第 １ 内 径 部 ６ ６ へ の 遠 位 開 口 部
に は 、 符 号 ７ ２ で 示 さ れ て い る よ う に 、 テ ー パ ー が 設 け ら れ て い て 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６
の た め の 引 き 込 み 誘 導 部 (lead-in guide)を 提 供 す る 。 第 １ 内 径 部 ６ ６ の 近 位 端 も ま た 、
第 ２ 内 径 部 ７ ０ に 向 け て 内 側 へ と 傾 斜 し て い て 、 エ ン ド ス ト ッ プ 部 (end stop)７ ４ を 形 成
し て い る 。 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 縫 合 糸 固 定 装 置 ２ ０ を 縫 合 部 位 へ と 進
め て い る 間 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ を 非 固 定 位 置 に 保 持 す る た め に 、 戻 り 止 め ７ ６ が 送 り 出
し 部 材 ２ ４ の 外 周 面 に 形 成 さ れ て い る 。 非 発 射 位 置 (unfired position)で は 、 エ ン ド ス ト
ッ プ 部 ７ ４ が 送 り 出 し 部 材 ２ ４ に あ る 戻 り 止 め ７ ６ と 接 触 し た 状 態 で 静 止 し て い て 、 外 側
ロ ッ ク 部 材 ６ ４ を 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 縫 合 糸 開 口 部 ３ ５ の 近 位 側 に 配 置 す る 。 刻 み
目 ３ ９ を 含 む 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 外 径 は 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 第 ２ 内 径 部 ７ ０ よ り も
大 き い 。 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ と 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ と の 間 の こ の よ う な 直 径 の 違 い が 位 置
止 め 部 を 形 成 し 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ が 発 射 中 に 近 位 側 へ 移 動 す る と 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６
が エ ン ド ス ト ッ プ 部 ７ ４ に 接 触 す る よ う に な る 。 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ と エ ン ド ス ト ッ プ 部
７ ４ と の 間 の 接 触 が 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 を 近 位 側 へ 動 け な く し 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 が 外 側 ロ ッ
ク 部 材 ６ ４ を 完 全 に 通 過 す る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 内 側 ロ ッ ク 部 材 と 外 側 ロ ッ ク 部 材 と を 接 合 さ せ て 結 節 エ レ メ ン ト に し た (joined into a
 knotting element)と き に 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 内 側 面 と 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 外 側
面 と の 間 に 、 そ の 対 向 す る 面 の 間 で 縫 合 材 ３ ６ を 変 形 さ せ る の に 十 分 な 隙 間 を 提 供 す る よ
う に 、 第 １ 内 径 部 ６ ６ が 選 択 さ れ る 。 さ ら に 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 外 側 面 に 沿 っ た 刻 み
目 ３ ９ は 、 縫 合 材 ３ ６ と 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 と の 間 の 接 触 面 積 を 増 大 さ せ る 。 第 ２ 内 径 部 ７
０ は 、 エ ン ド ス ト ッ プ ７ ４ か ら 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 近 位 端 ま で 、 近 位 側 へ と 延 び て い る
。 非 固 定 位 置 で は 、 第 ２ 内 径 部 ７ ０ が 戻 り 止 め ７ ６ よ り も 近 位 側 に あ る 送 り 出 し 部 材 ２ ４
を 取 り 囲 む 。 第 ２ 内 径 部 ７ ０ の 大 き さ が 縮 小 さ れ て い る の で 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が 送 り
出 し 部 材 ２ ４ に 沿 っ て 遠 位 側 へ 動 く こ と 、 お よ び 、 発 射 の 前 の 早 す ぎ る ロ ッ ク を 行 う こ と
が 防 止 さ れ る 。 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 外 径 ７ ８ は 、 当 該 外 側 ロ ッ ク 部 材 と 縫 合 材 と が 、 内
視 鏡 の ２ ． ８ ｍ ｍ の 作 業 用 チ ャ ネ ル を 同 時 に 通 過 で き る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の ア ン カ ー セ ク シ ョ ン ４ ０ は 、 円 筒 形 状
ア ダ プ タ ー ８ ０ に 挿 入 さ れ る 。 ア ダ プ タ ー ８ ０ の 遠 位 端 は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ を ア ダ プ タ
ー に 装 填 し た と き に ア ン カ ー セ ク シ ョ ン ４ ０ を 収 容 す る よ う に 、 参 照 符 号 ７ ９ で 示 さ れ て
い る よ う に 開 口 し て い る か 、 ま た は 、 少 な く と も 部 分 的 に 切 り 取 ら れ て い る 。 半 円 形 の 縁
部 ８ ３ が ア ダ プ タ ー ８ ０ の 内 径 部 へ と 突 出 し て い る 。 縁 部 ８ ３ は 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 切
り 欠 き 部 ４ ４ に 係 合 し て 、 送 り 出 し 部 材 お よ び ア ダ プ タ ー ８ ０ を 操 作 可 能 に 接 続 す る 。 図
２ お よ び 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ を ア ダ プ タ ー に 、 そ し て 、 こ れ
に 伴 い 送 り 出 し 部 材 ２ ４ に 接 続 す る よ う に 、 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ８ １ が ア ダ プ タ ー ８ ０ の 近
位 端 に 配 置 さ れ て い る 。 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ は 、 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ８ １ 内 に 取 り 付 け る た
め の 、 コ イ ン 状 の 遠 位 端 ８ ２ を 含 ん で い る 。 コ イ ン 状 の 端 部 ８ ２ の 方 が 大 き い の で 、 ケ ー
ブ ル は コ ネ ク タ ８ １ 内 に ロ ッ ク さ れ る 。 ピ ン ８ ８ が 、 開 口 部 の 対 ８ ５ 、 ８ ７ を 介 し て 、 ア
ダ プ タ ー ８ ０ と 、 コ ネ ク タ ８ １ と に 挿 入 さ れ て い る 。 開 口 部 ８ ５ 、 ８ ７ は 、 そ れ ぞ れ 、 コ
ネ ク タ お よ び ア ダ プ タ ー を 通 っ て 、 装 置 ２ ０ の 軸 方 向 長 さ に 垂 直 な 方 向 に 延 在 し て い る 。
ピ ン ８ ８ は 、 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ８ １ を ア ダ プ タ ー ８ ０ 内 に 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 円 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ８ ４ は 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ か ら 装 置 の 軸 に 沿 っ て 近 位 側 へ と 延 び
て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ に は 、 開 口 し た 遠 位 端 ８ ６ が あ り 、 こ の 遠 位 端 ８ ６ は 、 ア ダ プ タ
ー ８ ０ の 外 周 面 を 取 り 囲 ん で い る 。 開 口 し た 遠 位 端 ８ ６ の 内 径 は 、 ア ダ プ タ ー ８ ０ が ハ ウ
ジ ン グ ８ ４ 内 を 軸 方 向 に 自 由 に 動 け る よ う に 選 択 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ の 軸 方 向 長
さ は 、 ア ダ プ タ ー ８ ０ が 発 射 中 に か な り の 長 さ の 送 り 出 し 部 材 ２ ４ を ハ ウ ジ ン グ に 引 っ 張
り 込 む こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ に 加 え ら れ た 張 力 が 破 断 部 ３ ２ へ 完
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全 に 伝 わ る の に 十 分 な も の で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ の 遠 位 端 は 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 近
位 エ ン ド ス ト ッ プ ９ ０ と し て の 役 割 を も 果 た す 。 エ ン ド ス ト ッ プ ９ ０ は 、 発 射 中 に 外 側 ロ
ッ ク 部 材 ６ ４ を 一 定 位 置 に 保 ち 、 こ れ に よ り 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ が 近 位 側 へ と 、 外 側 ロ
ッ ク 部 材 の 第 １ 内 径 部 ６ ６ 内 へ 移 動 で き る よ う に し て い る 。 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ が 第 １ 内
径 部 ６ ６ 内 へ と 移 動 す る と 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 外 面 と 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 の 内 面 と の 間 の 隙
間 が 限 ら れ て い る た め に 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 周 り に 塑 性 変 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 対 向 す る
面 の 間 の 隙 間 は 、 直 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ の モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 縫 合 材 の 場 合 、 約 ０ ． １ ｍ ｍ で あ
る 。 ロ ッ ク さ れ た 結 節 エ レ メ ン ト 内 の こ の 隙 間 は 、 縫 合 材 を ロ ッ ク さ れ た 対 向 面 の 間 で 変
形 さ せ る の に 十 分 で あ り 、 さ ら に 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 外 側 の 面 の 周 り の 外 側 ロ ッ ク 部
材 ６ ４ を 変 形 さ せ る の に も 十 分 な も の で あ る 。 も っ と も 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 お よ び 外 側 ロ ッ
ク 部 材 の 間 の 隙 間 は 、 結 ぶ べ き 縫 合 材 の 種 類 に よ っ て 変 わ り う る 。 好 ま し く は 、 ロ ッ ク さ
せ た 対 向 面 の 間 の 隙 間 は 、 縫 合 材 の 直 径 よ り も 小 さ く 、 こ れ に よ り 縫 合 材 を 確 実 に 変 形 さ
せ 、 か つ 、 縫 合 材 と 、 結 節 エ レ メ ン ト の か み 合 い 面 (mating surface)と の 間 の 摩 擦 を 増 大
さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 外 径 部 を 貫 通
す る 一 対 の 長 さ 方 向 サ イ ド ス ロ ッ ト ９ ６ を 含 ん で い る 。 ピ ン ８ ８ の 端 部 は 、 ア ダ プ タ ー 開
口 部 ８ ７ を 越 え て サ イ ド ス ロ ッ ト ９ ６ の 中 へ と 延 び て い る 。 各 サ イ ド ス ロ ッ ト ９ ６ は 、 ピ
ン ８ ８ の 露 出 し た 端 部 の １ つ と 位 置 が 揃 っ て お り 、 ピ ン の 端 部 が 発 射 中 に ス ロ ッ ト に 沿 っ
て 支 持 さ れ て 動 く よ う に し て い る 。 ピ ン ８ ８ が ス ロ ッ ト ９ ６ を 通 っ て 動 く こ と で 、 ア ダ プ
タ ー ８ ０ が 適 切 な 向 き に 配 置 さ れ 、 ケ ー ブ ル が 発 射 中 に 真 っ 直 ぐ に 動 く の で 、 駆 動 用 ケ ー
ブ ル ４ ２ が ハ ウ ジ ン グ ８ ４ 内 で 回 転 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ の 周 り に サ イ
ド ス ロ ッ ト ９ ６ か ら 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る の は 、 一 対 の 穴 部 ９ ８ で あ り 、 こ の 穴 部
９ ８ は 、 以 下 に よ り 詳 し く 説 明 す る よ う に 、 イ ン ラ イ ン 式 に 張 力 を 加 え 、 か つ 、 切 断 す る
た め に 、 縫 合 材 ３ ６ に ハ ウ ジ ン グ ８ ４ を 通 過 す る た め の 通 り 道 を 与 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 送 り 出 し 部 材 ２ ４ を 装 置 ２ ０ に 装 填 す る に は 、 図 ７ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ア ダ プ タ
ー ８ ０ の 部 分 的 に 開 口 し た 端 部 が 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ の 開 口 し た 遠 位 端 を 越 え て 延 び る ま で
、 ア ダ プ タ ー ８ ０ お よ び ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ８ １ を 始 め に 遠 位 側 へ 前 進 さ せ る 。 外 側 ロ ッ ク
部 材 ６ ４ を 載 せ た 送 り 出 し 部 材 ２ ４ （ 本 明 細 書 で は 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト と い う ） は 、 ア
ダ プ タ ー ８ ０ の 遠 位 端 に 挿 入 さ れ る が 、 こ れ は 、 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 送 り 出 し 部 材 の ア
ン カ ー セ ク シ ョ ン ４ ０ を ア ダ プ タ ー 開 口 部 ７ ９ に 斜 め に 入 れ る こ と で 行 う 。 ア ン カ ー セ ク
シ ョ ン ４ ０ を 傾 け て ア ダ プ タ ー ８ ０ に 入 れ る と 、 ア ン カ ー セ ク シ ョ ン の 切 り 欠 き 部 ４ ４ が
、 ア ダ プ タ ー の 縁 部 ８ ３ の 上 部 の 位 置 に 入 る 。 切 り 欠 き 部 ４ ４ が い っ た ん 縁 部 ８ ３ の 上 の
位 置 に 入 る と 、 図 ７ Ｃ に 示 さ れ て い る よ う に 、 送 り 出 し 部 材 が ア ダ プ タ ー ８ ０ お よ び ハ ウ
ジ ン グ ８ ４ と 軸 方 向 に 一 直 線 と な る ま で 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ が ア ダ プ タ ー ８ ０ の 中 へ と 下
げ ら れ る 。 送 り 出 し 部 材 ２ ４ を い っ た ん 下 げ た ら 、 縁 部 ８ ３ が 切 り 欠 き 部 ４ ４ と 係 合 し 、
ア ダ プ タ ー に 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ を 介 し て 張 力 が か け ら れ た と き に 、 ア ダ プ タ ー ８ ０ が 送
り 出 し 部 材 を 近 位 側 へ 引 っ 張 る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ Ａ お よ び 図 ８ Ｂ は 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ を 送 り 出 し 部 材 に 取 り 付 け る た め の 別 の 実
施 形 態 を 図 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 送 り 出 し 部 材 お よ び ア ダ プ タ ー が 、 共 に 、 送
り 出 し 部 材 お よ び ア ダ プ タ ー の 間 に 再 装 填 可 能 な 接 続 部 を 形 成 す る よ う に 改 良 さ れ て い る
。 図 ８ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 改 良 し た 送 り 出 し 部 材 １ ２ ４ は 、 複 数 の バ ヨ ネ ッ ト 部 (b
ayonets)１ ０ ０ を 含 ん で い る 。 バ ヨ ネ ッ ト 部 １ ０ ０ は 、 送 り 出 し 部 材 １ ２ ４ の 近 位 端 に お
い て 支 柱 部 １ ０ ２ か ら 延 び て い る 。 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ は 、 次 に 、 例 え ば 溶 接 ま た は コ イ
ン 状 に す る こ と 等 に よ り 、 複 数 の 周 方 向 開 口 部 １ ０ ６ を 有 す る フ ェ ル ー ル １ ０ ４ に 動 か な
い よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 フ ェ ル ー ル １ ０ ４ は 、 改 良 し た ハ ウ ジ ン グ １ ８ ４ の 開 口 し た 遠
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位 端 に 、 ピ ン １ １ ０ に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ を 送 り 出 し 部 材 １
２ ４ に 取 り 付 け る た め に 、 開 口 部 １ ０ ６ が バ ヨ ネ ッ ト 部 １ ０ ０ の 間 を 通 る よ う に 、 フ ェ ル
ー ル １ ０ ４ が 送 り 出 し 部 材 の 近 位 端 上 を 通 さ れ る 。 フ ェ ル ー ル １ ０ ４ を 送 り 出 し 部 材 １ ２
４ に ロ ッ ク さ せ る た め に は 、 バ ヨ ネ ッ ト 部 １ ０ ０ が 開 口 部 １ ０ ６ に 達 す る ま で 、 送 り 出 し
部 材 を フ ェ ル ー ル に 対 し て 回 転 さ せ る 。 バ ヨ ネ ッ ト 部 １ ０ ０ が 開 口 部 １ ０ ６ に 達 す る と 、
バ ヨ ネ ッ ト 部 が 開 口 部 を ス ナ ッ プ 式 に 通 り 、 図 ８ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 、 送 り 出 し 部 材
１ ２ ４ を フ ェ ル ー ル １ ０ ４ に 対 し て ロ ッ ク す る 。 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ を 発 射 中 に 近 位 側 へ
引 っ 張 る と 、 バ ヨ ネ ッ ト 部 １ ０ ０ お よ び 開 口 部 １ ０ ６ の 間 の 相 互 作 用 に よ り 、 送 り 出 し 部
材 １ ２ ４ 、 そ し て 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ が 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 中 へ と 近 位 側 へ 引 っ 張 ら
れ る 。 送 り 出 し 部 材 １ ２ ４ を フ ェ ル ー ル １ ０ ４ か ら 外 す に は 、 送 り 出 し 部 材 お よ び 改 良 し
た ハ ウ ジ ン グ １ ８ ４ （ フ ェ ル ー ル が 取 り 付 け ら れ た 状 態 の ） を 逆 方 向 に ね じ る こ と で 、 バ
ヨ ネ ッ ト 部 １ ０ ０ を 開 口 部 １ ０ ６ か ら 係 合 解 除 す る 。 バ ヨ ネ ッ ト 部 １ ０ ０ が い っ た ん 係 合
解 除 さ れ た ら 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 の フ ェ ル ー ル １ ０ ４ を 送 り 出 し
部 材 １ ２ ４ か ら 取 り 去 り 、 フ ェ ル ー ル １ ０ ４ を 新 し い 送 り 出 し 部 材 の 近 位 端 の 上 に 挿 入 し
、 バ ヨ ネ ッ ト 部 を ね じ っ て 開 口 部 １ ０ ６ に 入 れ る こ と に よ り 、 新 し い 送 り 出 し 部 材 に 再 度
取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 図 ２ を 参 照 す る と 、 例 え ば 、 ボ ー デ ン ケ ー ブ ル (Bowden cable)の よ う な カ テ ー テ
ル １ ３ ０ が 、 ア ダ プ タ ー ８ ４ の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ア ダ プ タ ー ８ ４ の 開 口 し た
近 位 端 の 内 径 は 、 カ テ ー テ ル １ ３ ０ と 軽 く 締 ま り 嵌 め と な り 、 ア ダ プ タ ー と 、 縫 合 糸 固 定
装 置 ２ ０ の 残 り の ア ス ペ ク ト (aspect)を カ テ ー テ ル か ら 外 す こ と が で き る よ う な 大 き さ で
あ っ て も よ い 。 あ る い は 、 縫 合 糸 固 定 装 置 ２ ０ は 、 ア ダ プ タ ー ８ ４ の 開 口 し た 近 位 端 に お
い て カ テ ー テ ル １ ３ ０ に 恒 久 的 に 接 合 さ れ る こ と で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ９ は 、 カ テ ー テ ル １ ３ ０ の 近 位 端 と 、 縫 合 糸 固 定 装 置 ２ ０ か ら 結 節 エ レ メ ン ト を 配 備
す る た め の 例 示 的 な ハ ン ド ル 部 １ ３ ２ と を 示 し て い る 。 ハ ン ド ル 部 １ ３ ２ は 、 駆 動 用 ケ ー
ブ ル ４ ２ の 近 位 端 に 、 当 該 ケ ー ブ ル に 張 力 を 加 え る た め に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル
部 １ ３ ２ は 、 長 さ 方 向 ボ デ ィ 部 １ ３ ４ を 備 え 、 さ ら に 、 装 置 ２ ０ の 操 作 中 に 外 科 医 の 指 を
係 合 さ せ る た め の グ リ ッ プ 部 分 １ ３ ６ を 備 え て い る 。 親 指 ガ イ ド 部 １ ４ ４ が ハ ン ド ル 部 １
３ ２ の 近 位 端 に 設 置 さ れ て い る 。 図 １ ０ に よ り 詳 細 に 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ン ド ル 部 １
３ ２ の 遠 位 端 に は 外 側 ク ラ ン プ 部 １ ５ ０ が あ り 、 こ の 外 側 ク ラ ン プ 部 １ ５ ０ は 、 カ テ ー テ
ル １ ３ ０ を 通 す た め の 中 央 内 腔 部 を 有 す る 。 リ ン グ 部 １ ４ ６ が 、 カ テ ー テ ル １ ３ ０ の 近 位
端 に 溶 接 さ れ て お り 、 か つ 、 コ イ ル (coil)を 固 定 す る た め に 、 ク ラ ン プ 部 １ ５ ０ と 、 ハ ン
ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ の 間 に 保 持 さ れ て い る 。 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ は 、 ク ラ ン プ 部 １ ５ ０ お
よ び カ テ ー テ ル １ ３ ０ を 越 え て 近 位 側 へ と 延 び て お り 、 ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ の 中 央 内
腔 部 １ ５ ４ に 入 っ て い る 。 保 持 部 材 １ ５ ６ が ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ の 内 腔 部 １ ５ ４ の 中
に 長 さ 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 グ リ ッ プ 部 １ ３ ６ が 保 持 部 材 １ ５ ６ に 取 り 付 け ら れ て お り
、 外 科 医 が そ の グ リ ッ プ 部 に 加 え る 圧 力 に 応 じ て ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ 内 で 保 持 部 材 が
動 く よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ は 、 保 持 用 部 材 １ ５ ６ 内 の 中 央 内 腔 部 の 中 へ と 延 び て い る 。 駆 動 用
ケ ー ブ ル ４ ２ の 近 位 端 は 、 例 え ば 、 当 該 ケ ー ブ ル の 端 部 に ク リ ン プ さ れ た １ つ の 金 属 管 の
よ う な 取 り 付 け 機 構 に よ り 、 保 持 部 材 １ ５ ６ 内 に 固 定 さ れ て い る 。 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ は
、 保 持 部 材 と と も に ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ の 長 さ 方 向 軸 に 沿 っ て 動 く よ う に 、 保 持 部 材
１ ５ ６ 内 に ロ ッ ク さ れ て い る 。 弾 性 部 材 １ ５ ８ が 、 ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ の 近 位 端 と 、
保 持 部 材 １ ５ ６ と の 間 に お い て 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ の 周 り に 広 が っ て い る 。 弾 性 部 材 １
５ ８ は 、 ア ダ プ タ ー ８ ０ 内 で ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ８ １ を 近 位 側 の 位 置 へ と 付 勢 す る 役 割 を 果
た し て い る 。 親 指 ガ イ ド 部 １ ４ ４ を ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 に 取 り 付 け る た め に 、 そ し て 、 当 該
ガ イ ド 部 を ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 に 対 し て 回 転 可 能 と す る た め に 、 取 り 付 け 機 構 １ ６ ２ が ハ ン
ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ の 近 位 端 に 入 れ ら れ て い る 。 グ リ ッ プ 部 １ ３ ６ を 近 位 側 へ 引 っ 張 る こ
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と に よ り 張 力 が 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ に 加 え ら れ る 。 グ リ ッ プ 部 １ ３ ６ が 近 位 側 へ 動 く と 、
グ リ ッ プ 部 と 保 持 部 材 と の 間 が 接 続 し て い る た め に 、 ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 １ ３ ４ の 内 腔 部 １
５ ４ 内 で 保 持 部 材 １ ５ ６ が 、 近 位 側 へ 動 く 。 保 持 部 材 １ ５ ６ が 近 位 側 へ 動 く と 、 駆 動 用 ケ
ー ブ ル ４ ２ の 全 長 が 近 位 側 へ 引 っ 張 ら れ 、 ケ ー ブ ル に か か っ て い る 張 力 を 増 大 さ せ る 。 駆
動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ に か か っ て い る 張 力 の 増 大 は 、 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ８ １ と 、 ア ダ プ タ ー ８
０ と 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ と の 間 の 相 互 の 接 続 を 介 し て 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ に 伝 え ら れ る 。
内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ を 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 中 へ と 引 っ 張 り 、 さ ら に 、 結 節 エ レ メ ン ト を
送 り 出 し 部 材 ２ ４ か ら 切 り 離 す の に 十 分 な 距 離 を 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ が 引 っ 張 ら れ る こ と
が で き る よ う な 大 き さ に 、 ハ ン ド ル ボ デ ィ 部 の 内 腔 部 １ ５ ４ は 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 縫 合 糸 固 定 装 置 ２ ０ か ら 結 節 エ レ メ ン ト を 配 備 す る た め に は 、 装 置 を 、 外 部 に 出 し た 内
視 鏡 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 、 初 期 の 非 発 射 位 置 の 状 態 で 導 入 す る 。 縫 合 糸 固 定 装 置 ２ ０ は 、
内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が 内 視 鏡 の 遠 位 端 を 越 え た と こ ろ で 見 え る
よ う に な る ま で 、 内 視 鏡 の 作 業 用 チ ャ ネ ル を 介 し て 前 進 さ せ ら れ る 。 患 者 の 口 （ ま た は 他
の 開 口 部 も し く は 切 開 部 ） か ら 出 さ れ た 縫 合 材 ３ ６ は 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 遠 位 端 に 通
さ れ る 。 こ の 縫 合 材 は 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 内 腔 部 ３ ０ に 通 さ れ 、 か つ 、 送 り 出 し 部 材
２ ４ の 開 口 部 ３ ５ を 介 し て 外 に 出 さ れ る 。 送 り 出 し 部 材 ２ ４ か ら 出 た ら 、 縫 合 材 ３ ６ の 端
部 は 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ の 穴 部 ９ ８ に 通 さ れ 、 外 科 医 に よ っ て 回 収 さ れ る 。 縫 合 材 ３ ６ が 通
さ れ た 経 路 (threaded path)は 、 図 １ １ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 縫 合 材 を 装 置 ２ ０ に 通 し た 後 、 外 科 医 は 、 再 び 内 視 鏡 を 患 者 の 中 に 挿 入 し 、 縫 合 糸 の ス
ト ラ ン ド （ suture strands)を ガ イ ド と し て 用 い な が ら 、 内 視 鏡 を 縫 合 部 位 ま で 進 め る 。
装 置 ２ ０ を 縫 合 部 位 に 向 け て 通 し て い る 間 、 外 に 出 し た 縫 合 材 の 端 部 を 保 持 す る こ と に よ
り 、 縫 合 材 ３ ６ に か け た イ ン ラ イ ン 式 の 張 力 が 維 持 さ れ る 。 い っ た ん 縫 合 糸 固 定 装 置 ２ ０
が 縫 合 部 位 の 所 定 位 置 に 配 置 さ れ た ら 、 装 置 を 発 射 さ せ る よ う に 、 張 力 を 、 縫 合 材 ３ ６ と
、 さ ら に は ハ ン ド ル 部 １ ３ ２ と に 加 え る 。 グ リ ッ プ 部 １ ３ ６ を 近 位 側 へ 引 く と 、 駆 動 用 ケ
ー ブ ル ４ ２ が ハ ン ド ル 部 １ ３ ２ 、 カ テ ー テ ル １ ３ ０ 、 お よ び 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ を 通 し て 近
位 側 へ 引 っ 張 ら れ る 。 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ が 動 く と 、 ア ダ プ タ ー ８ ０ に 張 力 が 加 わ り 、 こ
れ に よ り 、 次 に 、 切 り 欠 き 部 ４ ０ と 縁 部 ８ ３ と の 間 の 相 互 作 用 に よ り 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４
が 近 位 側 へ 引 っ 張 ら れ る 。 送 り 出 し 部 材 ２ ４ が 装 置 の 軸 に 沿 っ て 近 位 側 へ 動 く と 、 内 側 ロ
ッ ク 部 材 ２ ６ が 、 図 １ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 第 １ 内 径 部 ６ ６ の
中 へ と 引 っ 張 ら れ る 。 こ の よ う な 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ と 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ と の 間 の 相 互
作 用 に よ り 、 縫 合 材 ３ ６ が 遠 位 方 向 へ ル ー プ 状 に 戻 さ れ 、 縫 合 材 が き つ く 保 持 さ れ 、 張 力
の 損 失 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ハ ン ド ル 部 １ ３ ２ に よ っ て 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ に 圧 力 を 加 え 続 け る と 、 内 側 ロ ッ ク 部 材
２ ６ は 、 さ ら に 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ 内 に 引 っ 張 ら れ 、 ロ ッ ク 部 材 の 対 向 す る 面 の 間 の 公 差
が 小 さ い た め に 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 が 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 周 り に 塑 性 変 形 を す る 。 内 側 ロ ッ ク
部 材 ２ ６ が 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ 内 で 引 っ 張 ら れ る と 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 内 腔 部 ３ ０ の 近 位
端 か ら 延 び て い る 縫 合 材 ３ ６ が 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 外 径 部 と 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 の 第 １ の 内
径 部 ６ ６ と の 間 に お い て 、 図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 挟 ま れ る 。 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 面 と
、 外 側 ロ ッ ク 部 材 の 面 と の 間 の 隙 間 が 限 ら れ て い る た め 、 縫 合 材 ３ ６ は 、 そ の 間 で 変 形 す
る 。 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 平 坦 で な い 外 面 に よ り 、 縫 合 材 ３ ６ と 、 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ 、 ６ ４
と の 間 の 摩 擦 が 増 大 す る 。 さ ら に 、 縫 合 材 ３ ６ が 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側 ロ ッ ク 部
材 ６ ４ の 間 で 張 力 を か け ら れ る と 、 フ ラ ン ジ 部 ３ １ に よ り 、 縫 合 材 に 直 角 の 湾 曲 部 が で き
、 縫 合 糸 が 結 節 エ レ メ ン ト 内 で ロ ッ ク さ れ る 強 度 が さ ら に 増 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ の 周 り に 塑 性 変 形 す る と 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４
お よ び ア ダ プ タ ー ８ ０ が ハ ウ ジ ン グ ８ ４ 内 で 近 位 側 へ 動 き 、 ピ ン ８ ８ の 外 側 端 部 が サ イ ド
ス ロ ッ ト ９ ６ を 通 っ て 移 動 す る 。 ア ダ プ タ ー ８ ０ が ハ ウ ジ ン グ ８ ４ の 近 位 端 へ と 移 動 す る
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と 、 ア ダ プ タ ー の 近 位 の 縁 部 が 、 穴 部 ９ ８ の 間 で ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 延 び て い る 縫 合 材 ３
６ の 部 分 と 接 触 す る 。 前 進 し て い る ア ダ プ タ ー ８ ０ の 縁 部 と 、 縫 合 材 ３ ６ の 間 の 接 触 に よ
り 、 縫 合 材 が 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ 内 で 切 断 さ れ る 。 図 １ ４ は 、 ア ダ プ タ ー ８ ０ の 近 位 縁 部 が
孔 部 ９ ８ を 越 え て 近 位 側 へ 移 動 し 、 縫 合 材 を 完 全 に 切 断 し た 後 に お け る 縫 合 材 ３ ６ の 遠 位
側 の 切 り 離 さ れ た 端 部 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 切 断 の 後 、 縫 合 材 ３ ６ の 遠 位 端 は 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 間
に ロ ッ ク さ れ 、 一 方 、 縫 合 材 の 近 位 部 分 は 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ４ の 孔 部 ９ ８ か ら 延 び て い る 。
ハ ン ド ル 部 １ ３ ２ に よ っ て 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ に 張 力 を 加 え 続 け る と 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２
６ が 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ 内 で さ ら に 近 位 側 へ 動 く こ と が 、 エ ン ド ス ト ッ プ ７ ４ に よ っ て 防
止 さ れ る 。 同 様 に 、 ロ ッ ク さ れ た 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ は 、 ハ ウ
ジ ン グ ８ ４ の エ ン ド ス ト ッ プ ９ ０ に 押 し 付 け ら れ る よ う に 嵌 り 、 こ れ に よ り 、 さ ら に 近 位
側 へ 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 い っ た ん 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ と 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が そ
れ ぞ れ の 近 位 側 停 止 位 置 に 達 し た ら 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ に 駆 動 用 ケ ー ブ ル ４ ２ を 介 し て 張
力 を さ ら に 加 え る と 、 送 り 出 し 部 材 の 破 断 部 ３ ２ で 材 料 破 壊 ま た は 破 損 が 起 き る 。 破 断 部
３ ２ の 破 壊 張 力 (breaking tension)は 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ を 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 上 に 塑 性
変 形 さ せ る の に 要 す る 力 よ り も 大 き い 。 引 張 力 の 差 に よ り 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ と 外 側 ロ
ッ ク 部 材 ６ ４ は 、 確 実 に 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 が 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 残 り の 部 分 か ら 切 り 離 さ
れ る 前 に 結 節 エ レ メ ン ト 内 で 接 合 さ れ る 。 送 り 出 し 部 材 ２ ４ が 破 断 部 ３ ２ に お い て 破 損 し
て 離 れ る と 、 ロ ッ ク さ れ た 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が 送 り 出 し 部 材
か ら 切 り 離 さ れ 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 独 立 し た 結 節 エ レ メ ン ト １ ７ ０ を 形 成 す る 。 結 節
エ レ メ ン ト １ ７ ０ で は 、 フ ラ ン ジ 部 ３ １ と 位 置 止 め 部 ４ １ が 、 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ が 内 側
ロ ッ ク 部 材 ２ ６ に 対 し て 動 く こ と を 防 止 す る 。 結 果 的 に 、 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側
ロ ッ ク 部 材 ６ ４ は 、 縫 合 材 ３ ６ が 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ お よ び 外 側 ロ ッ ク 部 材 ６ ４ の 間 で 変
形 し た 状 態 で 、 体 内 の 所 定 位 置 に 固 定 さ れ た ま ま と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 内 側 ロ ッ ク 部 材 ２ ６ か ら 切 り 離 し た 後 、 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 残 り の 部 分 は 、 ピ ン ８ ８ が
サ イ ド ス ロ ッ ト ９ ６ の 近 位 端 に 接 触 す る ま で 近 位 側 に 進 め ら れ 、 こ れ に よ り 、 送 り 出 し 部
材 が さ ら に 近 位 側 へ 動 く の を 止 め る 。 発 射 の 後 、 図 １ ４ に 示 さ れ て い る ア ダ プ タ ー ８ ０ お
よ び 送 り 出 し 部 材 ２ ４ の 残 り の 部 分 は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 か ら 取 り 除 か れ 、 結 節 エ レ メ ン
ト １ ７ ０ が 縫 合 部 位 に 残 さ れ る 。 装 置 ２ ０ の 残 り の 部 分 が 体 か ら 取 り 除 か れ た 後 、 装 置 に
は 、 前 述 し た よ う に 、 新 し い 送 り 出 し 部 材 を 再 装 填 す る こ と が で き 、 そ し て 、 発 射 手 順 を
繰 り 返 し て 縫 合 材 の さ ら に 別 の 部 分 を ロ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 本 明 細 書 で 示 し 、 説 明 し た が 、 こ の よ う な 実 施 形 態 が 単 な
る 例 と し て 提 供 さ れ て い る こ と は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。 数 多 く の 変 形 例 、 変 更 例
、 お よ び 、 置 換 例 が 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 今
や 当 業 者 は 思 い 付 く で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 縫 合 糸 固 定 装 置 に お い て 、
　 ａ ． 体 に 挿 入 す る た め の ア ダ プ タ ー で あ っ て 、 近 位 端 、 開 口 し た 遠 位 端 、 お よ び 、 前 記
遠 位 端 内 に あ り 、 前 記 開 口 し た 遠 位 端 の 内 部 へ 向 け て 突 出 し て い る 縁 部 を 有 す る 、 ア ダ プ
タ ー と 、
　 ｂ ． 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 遠 位 端 に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 結 び 目 形 成 エ レ メ ン
ト で あ っ て 、
　 　 遠 位 端 お よ び 近 位 端 、 な ら び に 、 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 に 設 け ら れ
た 凹 部 、 を 有 し 、
　 　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 が 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 開 口 し た 遠 位 端 内 に
挿 入 さ れ て 、 前 記 縁 部 お よ び 前 記 凹 部 が 互 い に 嵌 り 合 っ て 、 取 り 外 し 可 能 な ロ ッ ク を 形 成
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す る 、
　 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
（ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト は 、 中 に 縫 合 糸 が 通 さ れ る 内 腔 部 を 有 す る ロ ッ ク 要 素 （ lock
ing element） を さ ら に 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 要 素 は 、 複 数 の 刻 み 目 が 配 置 さ れ た 外 面 を 有 す る 、 装 置 。
（ ３ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 遠 位 端 は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 第 １ の 側 に あ る 第 １ の 孔 部 と 、 前 記
ア ダ プ タ ー の 第 ２ の 側 に あ る 第 ２ の 孔 部 と 、 を 有 し 、
　 縫 合 糸 が 、 前 記 ２ つ の 孔 部 を 通 り 、
　 前 記 ２ つ の 孔 部 は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 長 さ 方 向 軸 に 沿 っ た 異 な る 場 所 に 位 置 す る 中 心 を
有 す る 、 装 置 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る カ テ ー テ ル 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
（ ５ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル に 沿 っ て 、 前 記 カ テ ー テ ル 内 を 通 っ て い る 駆 動 用 ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前
記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
（ ６ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ て い る 、 装 置 。
（ ７ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 内 視 鏡 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 さ れ る 、 装 置 。
（ ８ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 実 質 的 に 円 筒 形 で あ る 、 装 置 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ ９ ） 実 施 態 様 ８ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー の 外 径 は 、 ２ ． ８ ｍ ｍ 未 満 で あ る 、 装 置 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト は 、
　 中 に 縫 合 糸 が 通 さ れ る 内 腔 部 を 有 す る ロ ッ ク 要 素 で あ っ て 、 複 数 の 刻 み 目 が 配 置 さ れ た
外 面 を 有 し 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン を 含 む 、 ロ ッ ク 要 素 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
（ １ １ ） 縫 合 糸 固 定 装 置 に お い て 、
　 ａ ． 体 に 挿 入 す る た め の ア ダ プ タ ー で あ っ て 、 近 位 端 、 開 口 し た 遠 位 端 、 お よ び 、 前 記
遠 位 端 内 に あ り 、 前 記 開 口 し た 遠 位 端 の 内 部 へ 向 け て 突 出 し て い る 縁 部 を 有 す る 、 ア ダ プ
タ ー と 、
　 ｂ ． 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 遠 位 端 に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 結 び 目 形 成 エ レ メ ン
ト で あ っ て 、
　 　 遠 位 端 お よ び 近 位 端 、 な ら び に 、 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 に 設 け ら れ
た 凹 部 、 を 有 し 、
　 　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト の 前 記 近 位 端 が 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 開 口 し た 遠 位 端 内 に
挿 入 さ れ て 、 前 記 縁 部 お よ び 前 記 凹 部 が 互 い に 嵌 り 合 っ て 、 取 り 外 し 可 能 な ロ ッ ク を 形 成
す る 、
　 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト と 、
　 ｃ ． 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る カ テ ー テ ル 、 お よ び
、 前 記 カ テ ー テ ル に 沿 っ て 、 前 記 カ テ ー テ ル 内 を 通 っ て い る 駆 動 用 ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前
記 駆 動 用 ケ ー ブ ル は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 を 有 す る 、 カ
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テ ー テ ル 、 お よ び 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ １ ２ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト は 、 中 に 縫 合 糸 が 通 さ れ る 内 腔 部 を 有 す る ロ ッ ク 要 素 を さ ら
に 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 要 素 は 、 複 数 の 刻 み 目 が 配 置 さ れ た 外 面 を 有 す る 、 装 置 。
（ １ ３ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー の 前 記 遠 位 端 は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 第 １ の 側 に あ る 第 １ の 孔 部 と 、 前 記
ア ダ プ タ ー の 第 ２ の 側 に あ る 第 ２ の 孔 部 と 、 を 有 し 、
　 縫 合 糸 が 、 前 記 ２ つ の 孔 部 を 通 り 、
　 前 記 ２ つ の 孔 部 は 、 前 記 ア ダ プ タ ー の 長 さ 方 向 軸 に 沿 っ た 異 な る 場 所 に 位 置 す る 中 心 を
有 す る 、 装 置 。
（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ て い る 、 装 置 。
（ １ ５ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ダ プ タ ー は 、 実 質 的 に 円 筒 形 で あ る 、 装 置 。
（ １ ６ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 結 び 目 形 成 エ レ メ ン ト は 、
　 中 に 縫 合 糸 が 通 さ れ る 内 腔 部 を 有 す る ロ ッ ク 要 素 で あ っ て 、 複 数 の 刻 み 目 が 配 置 さ れ た
外 面 を 有 し 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン を 含 む 、 ロ ッ ク 要 素 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 非 発 射 位 置 に あ る 縫 合 糸 固 定 装 置 用 の 第 １ 実 施 形 態 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 縫 合 糸 固 定 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 縫 合 糸 固 定 装 置 の 分 解 等 角 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ３ の 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 単 体 等 角 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ た 図 ４ Ａ の 内 側 ロ ッ ク 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ て い る 外 側 ロ ッ ク 部 材 の 単 体 等 角 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ た 図 ５ Ａ に 示 さ れ て い る 外 側 ロ ッ ク 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 取 り 付 け ら れ る 前 の 、 送 り 出 し 部 材 の ア ン カ ー セ ク シ ョ ン お よ び ア ダ プ タ ー の 等
角 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 初 期 の 装 填 段 階 で の 縫 合 糸 固 定 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 縫 合 糸 固 定 装 置 の 断 面 図 で あ っ て 、 送 り 出 し 部 材 が 装 填 中 に ア ダ プ タ ー に 挿 入
さ れ て い る 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｃ 】 装 填 の 最 終 段 階 に あ る 縫 合 糸 固 定 装 置 の 断 面 図 で あ っ て 、 送 り 出 し 部 材 が 、 ア
ダ プ タ ー お よ び ハ ウ ジ ン グ と 軸 方 向 に 一 直 線 と な る よ う に 下 げ ら れ た 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 送 り 出 し 部 材 を 駆 動 用 ケ ー ブ ル に 取 り 付 け る た め に 他 の 実 施 形 態 に し た が っ て
改 良 さ れ た 当 該 送 り 出 し 部 材 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 フ ェ ル ー ル の 遠 位 端 お よ び 改 良 型 ア ダ プ タ ー に 取 り 付 け た 図 ８ Ａ の 送 り 出 し 部
材 を 示 す 等 角 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 縫 合 糸 固 定 装 置 の た め の 例 示 的 な 配 備 用 ハ ン ド ル 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 配 備 用 ハ ン ド ル 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ の 縫 合 糸 固 定 装 置 の 断 面 図 で あ っ て 、 発 射 前 に 、 縫 合 材 を 通 し た 装 置 を 示
し て い る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 類 似 の 断 面 図 で あ っ て 、 発 射 の 初 期 段 階 の 間 、 係 合 し て い る 内 側 ロ ッ
ク 部 材 お よ び 外 側 ロ ッ ク 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 装 置 の 断 面 図 で あ っ て 、 破 断 す る 直 前 に 係 合 さ れ た 結 節 エ レ メ ン ト の
部 品 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ ４ 】 図 １ １ に 類 似 の 断 面 図 で あ っ て 、 発 射 後 に 、 切 断 さ れ た 縫 合 材 と 、 装 置 か ら 取
り 外 さ れ た 結 節 エ レ メ ン ト と を 示 し て い る 図 で あ る

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】
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【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】

【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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